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研究成果の概要（和文）：自らの障害を理解した上で、必要な支援を他者に的確に伝える力であるセルフアドボカシー
スキルを指導するには、9歳頃の自己客観視の力が土台として必要である。支援を求める提唱力は、年齢に応じた表現
力の指導に加え、校種や状況により得られる支援が異なることから、柔軟に学習することが求められる。自閉症の有無
は、自己理解、提唱力共に影響を与え、知的障害の有無も教育内容や指導法に影響した。これらより発達段階を意識し
、障害種や言語力に応じた提唱法を示すこと、そしてナラティブアプローチにより指導することが有効とされた。

研究成果の概要（英文）：The educating of self-advocacy skills (SAS) requires the ability to view 
self-objectively, which is acquired around nine years of age. In addition to this, teaching advocacy 
skills requires expressive phrases according to the students’ age, as well as flexible learning due to 
various forms of support available from school to school. Whether the students have Autistic Spectrum 
Disorder or not affects self-understanding and advocacy skills, along with the effects of the existence 
of intellectual disabilities on the contents of SAS education and teaching methods. Overall, an awareness 
of the developmental stage is needed to adjust for students’ disabilities and language abilities, and to 
teach using a narrative approach.

研究分野：社会科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

特別支援教育制度開始より 4年経過し、イ

ンクルーシブ教育理念の下、法制度、支援体

制において一層の整備が進みつつあった。た

とえば国連障害者の権利条約では、第 24 条

に「完全なインクルージョン」が謳われ、こ

の条約の批准を念頭に「特別支援教育の在り

方に関する特別委員会」が設置され具体的検

討が行われていた（文部科学省, 2010）。と

りわけ重要となるのが先の条約にある「合理

的配慮」をいかに学校教育の下で理解推進す

るかである。国際的にみても、身体障害や感

覚障害に比べ、発達障害や知的障害の場合は、

何をどこまで行うのが合理的なのか、発達段

階との関連からも、その程度や内容を考える

ことは容易ではないという状況がある。そも

そも合理的配慮は、障害のある人が自立して

暮らすために必要な支援（配慮）とも言え、

ICF の障害理念の下、個人の障害だけに起因

させるのではなく、社会の障壁も対象にイン

クルーシブな社会づくりが求められるとす

れば（文部科学省, 2010）、周囲に支援を訴

えていく「アドボカシー（提唱）」にも目を

向け、特別支援教育制度の下で、一層意識し

て教育を進めていく必要があると考えられ

た。しかし、学校においては、ニーズへの対

応という視点は浸透しつつあるものの、教員

や地域によってその応じ方には格差があり、

課題が残されていた。 

一方、障害のある人にとっての自立とは、

すべてのことを自分一人でするのではなく、

独力でできることが何か自分でわかること、

また、他人の支援があればできることが何か

わかるということ、そして、自ら支援につな

げるための行動が起こせることではないか

と考える。この力がすなわちセルフアドボカ

シースキル（SAS）であり、自分の状態を自

分で説明できる力（他者への理解を促す力）

と自分が必要とする支援を他者に求められ

る力として定義づけられ（Brinckerhoff, 

McGuire, & Shaw, 2002）、この力の獲得の重

要性が唱えられている（Reiff, 2007 他）。 

これまで応募者は、発達障害の高等教育機

関における支援を検討するために、米国や豪

州等の先進的な取組を通して、比較教育学的

研 究 を 行 っ て き た （ 例 え ば 片 岡 , 

2008a;2008b）。具体的には、文化的差異に留

意しつつ、ユニバーサルデザインを通して環

境を整備することや、当事者が支援を得て主

体的に取り組めることについて検討を重ね

ている（片岡, 2010b 他）。後者については、

先の研究（平成 21～23 年度若手研究 B）で、

青年期の発達障害者に対して SAS を形成す

るための教育プログラム開発について研究

し、教育内容とその方法について一定の成果

を得た（片岡, 2011 年 9 月他）。また、実際

にこの教育プログラムを試行し、対象者が自

己を見つめ直し、自尊感情を高め、相手との

関係の中でニーズを伝えていく姿を確認し

た。そもそも、適切に提唱（アドボケート）

していくには、相手の立場を考慮し、持てる

コミュニケーション力を発揮する必要があ

る。先の研究では、対象者が自閉症スペクト

ラム（ASD）であり、相手に応じたコミュニ

ケーションを行うことに弱さがあることか

ら、本人は支援を求めているつもりでも、相

手を怒らせてしまうことがしばしばあった

（片岡, 2011 年 9 月）。したがって、障害特

性に応じた提唱法を身に着けるための指導

法を見出すことが課題となっていた。 

さらに応募者は、これまで発達障害者の継

続教育支援の視点から、大学等での支援を中

心に検討を進めてきたが、特別支援学校高等

部を中心に、中学部以降の知的障害のある生

徒においても、自らの障害について疑問を持

つ者が多く、自尊感情の向上やキャリア教育

の視点から、SAS 教育の必要性が指摘されてき

た。しかし、知的障害がある場合、少なくと

も前提として、9歳以降の自己客観視や自己修

正力、他者に説明できる言語力などが必要で



あると推測できるものの、生活年齢との関係

や、土台となる発達の力、そしてその程度は

明らかになっていない。このことから、もし、

発達的観点から SAS 形成プログラムをとらえ

直すことができれば、系統的な教育プログラ

ムとして充実させることができるのではない

かと考え、本研究の開始に至った。 

 
２．研究の目的 

本研究では、海外の先進事例を参考にしつ

つ、生活年齢との関係や土台となる発達の力

をふまえて発達的観点から検討すること、ま

た、障害種別による特性の違いを SAS 教育プ

ログラムに反映させる必要性についての有

無と、その場合の方法を検討することを中心

に、実践を通して系統だった SAS 教育プログ

ラムに発展させることを目的とした。具体的

には、以下の 3点について明らかにすること

を目指した。 

(1) SAS 教育プログラムを行うにあたり土台

となる基礎的力量の有無。仮にあるとす

れば、どのような力がどの程度必要なの

か発達的観点から明らかにする。 

(2) 障害種によりSAS形成の教育方法に違い

があるのか、違いや留意点があるならば、

障害特性に応じたSAS教育の方法とは何

か、明らかにする。 

(3) 学校でSAS教育プログラムを導入する際、

個人や集団などの指導形態、ならびに、

障害種が混在している状況において、具

体的にどのような実践方法が効果的で

あるのかを明らかにする。 

 
３．研究の方法 

本研究では、既に試行している SAS 教育

プログラムを、発達的観点と障害特性の観点

から改めて吟味、検討を行い、実践を通して

検証をする方法で研究を進めた。検討にあた

っては、海外での先駆的事例をもとに、教育

プログラムの構成要素を発達的観点と障害

特性の 2つの観点から分析した。実践の途中、

終了時には、関係者（スタッフや当事者等）

や研究者から評価を得、プログラムの修正を

行った。以下に具体的内容を示す。 

(1) SAS 教育プログラムの吟味と調整（平成

24 年度前半） 

先の研究で見出したSAS教育プログラムに

ついて、発達的観点ならびに、障害特性の視

点から構成要素を整理し直し、再吟味を行う。

先駆的事例として、ランドマーク大学（米国）

の事例から LD・ADHD を、成人教育（豪州）

の事例からダウン症を、そして自閉症学校

（豪州）の事例からASDを参考に検討を図る。 

(2) SAS 教育プログラム実践（平成 24 年度～

26 年度） 

大学での継続的な療育活動に加え、特別支

援学校の高等部の生徒を対象にした実践に

ついて検討を図った。具体的には、前者では

月 1～2 回の個別指導とその指導に関わって

いるスタッフとの検討会の実施、後者では授

業参観や教員への聞き取り等を通し、SAS 教

育実践と同時に適宜分析･検討を重ね、修正

を行う。 

(3) プログラム分析、まとめと公表（平成 25

年度～26 年度を中心に） 

年度末や、プログラム終了時には、日々の

検討会とは別に、実践記録を元にした SAS プ

ログラムスタッフとの検討会を実施する。ま

た、学会発表でのフィードバックをもとに、

プログラム内容の吟味と方法について、発達

段階や障害種を視点に検討を行う。期間中は、

奈良教育大学の玉村氏やリュブリャナ大学

のカブクラー氏などから評価を得て、それら

を踏まえて、成果の公表を、学会発表ならび

に投稿論文として国内外で行う。 

 

４．研究成果 

(1) 研究の主な成果と今後の課題 

まず、先の研究目的と対照させて成果を示

した後、総括をする。 

① SAS 教育プログラムを行うには、プロ



グラム中に出てくる用語（身体、内面、

脳機能に関することなど）の理解と自

分が置かれている状況（困難さや支援

の状況）を伝える力が必要になり、知

的障害の程度が重くなるにつれ、これ

らが困難になることが明らかとなった。

本研究で対象としたケースは、9 歳前

後の力量を有し、この発達年齢より下

がると本プログラムの実施が困難にな

ると推測された。したがって、9 歳頃

の力が土台となると言えよう。なお、

特別支援学校の実践例より、SAS 教育

プログラムの前半部分である、自己の

得意不得意を知ることや身体の名称を

知ることなどは、発達年齢 5 歳程度か

ら可能であると言えた。 

② 本研究では、ASD、ADHD、知的障害、そ

してこれらを併せ持つ生徒を対象とし、

先の研究で対象とした LD を含めて、障

害特性による違いを検討した。結果、

知的障害の有無が言語や指導内容全体

の理解力（言語面）、に影響し、また繰

り返し丁寧に伝える必要性もあった。

一方、ASD の特性は、自己理解、提唱

力共に影響を与え、発した言葉をホワ

イトボードに書き出すなど、視覚化の

有効性が見出された。 

③ SAS は、自己理解と提唱力が中心とな

るが、自己理解については、自らの弱

さと向き合う必要がある。そのため、

自尊感情が著しく低下している場合は、

まず、信頼関係を築き、自尊感情を回

復させるところからプログラムを始め

る必要があった。したがって、こうし

たケースの場合は、個別指導が有効で

あると考えられる。しかし、自己理解

を広げるなかで、また得られる支援を

考える上では、様々な意見や例がある

ほうが選択肢が広がる。そのため、小

集団での指導の効果は大きく、個別指

導から集団へ広げていくことが望まし

い。また、発達段階の低い児童（小学

部など）に対しても、SAS 教育の導入

は可能であることから、学級単位での

実践も可能であることが言えた。 

以上を踏まえて、全体総括及び、今後の展

望について述べる。SAS 教育プログラムにつ

いては、先の研究から継続して計 5年間に及

ぶ臨床事例によりプログラム上、重要な事項

や進め方について見解を示せるまでに至っ

た。とりわけ本研究では、対象者を広げたこ

ともあり、SAS 教育プログラムに出てくる用

語の意味が理解できる段階にある場合とそ

うでない場合、義務教育段階と高等教育段階

の違いにより、得られる支援やその考え方に

おいても少し異なるという場合が見られた。

そのため、小学校高学年や中学生においては、

他者に支援を求める力の前に、まず、自分の

得意不得意や、自分について知るという活動

が中心となった。そして、それを表現するた

めのことばを知り、使い方を知っていくこと

も重要な課題となった。一方、高校や大学に

なれば、自己理解もより深めていくことが求

められるが、同時に、誰に対して何をどのよ

うに伝えていくか、求めていくかということ

も重要になる。その過程では、必ずしもうま

く行くとは限らず、あきらめずに継続するこ

とや、状況に応じてやり方を変えることなど

付加的な力量も求められ、障害特性との関連

性も考えられる。したがって、今後は、追跡

調査を行いつつ、獲得した SAS の活用及び、

それを、より高次の力にするための方策につ

いて検討していきたいと考える。とりわけ本

研究では、障害種を広げ、年齢も中学部、高

等部を対象とし、また、学校での実践につい

ては、小学部の実践も学ぶことができた。む

ろん、先述した通り、自己客観視、自己修正

や多面的視点を有する9歳の段階を超えてい

ることが求められる。しかし、学校で小学部

段階から系統的に教えることは、高等部卒業



までにキャリアを形成したり、困ったときの

対処法なども身につけたりできることが示

唆された。一方、②で述べたような、自尊感

情が損なわれている場合については、その回

復と信頼関係の確立からはじめる必要があ

り、これには時間を要する。そのため、最初

から集団で、規定どおりのプログラム内容で

はうまくいかない場合があり、SAS 教育プロ

グラムの系統性についての課題が残った。 

障害特性については、ASD に対する視覚的

支援の必要性が見出されたが、書き言葉は、

思考を客観視させ、論理的思考を容易にする。

また、ASD の特性を考慮すると、「感情を伴わ

ない言葉」として、冷静に受け止められるこ

とから、ネガティブな内容を話すときにも役

立つ。さらに、記憶の想起を助けたり、使っ

ていることばが相手にどのように伝わって

いるかについても学ぶことができることか

ら、ASD に関わらず、語りを視覚的言語化す

ることは大変意味がある方法であると思わ

れた。なお、本研究では、こうした「語り」

を大切にした、いわゆるナラティブアプロー

チを用いたが、相手にことばで伝える提唱力

を向上させることからも、プログラムの中で

語り合うことで自己理解のための「道具」と

してのことばの多様さを知り、相互理解でき

たうれしさを実感し、伝え合うことのよさを

知らせることが重要であると考える。しかし、

こうした語り合いは、受け止める側（ここで

はプログラム指導者）の力量も求められ、今

後、SAS 教育プログラムの実施者の資質や力

量形成についても検討を図る必要があろう。 

(2) 国内外における位置づけとインパクト 

SAS は、近年、キャリア教育や発達障害者

支援の中で重視されてきており、心理的な支

援を個別的に行っている事例はあるが、学校

教育に導入する教育プログラムとしては国

内では先駆的といえる。そのため本研究では、

イギリス、オーストラリア、アメリカなどの

先進的な取組を研修し、取り入れてきた。合

わせて国内での啓発活動として海外の研究

者を招聘し講演会を開催したり、視野を広げ

るために、たとえば大学教育学会などの、他

領域の研究者との交流も行ったりする中で

新たな視点を見出してきた。こうした、国内

外の研究者との討議は、臨床事例の検討に加

え、課題解決には有効であると考える。した

がって、今後も、先進国のみならず、シンガ

ポールやニュージーランドなど、多文化国家

から学び、さらに多面的な議論を重ねていき、

多様な社会に対応できるものにしていきた

い。 
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